
襲~ 2う!7号

緩和 42年 7月 18発行

発行長寺

乎然 l明持工務総務総主菜子宮J役 i持
母言語ゐび ζ(0471)82-2111 (代表〉

沼哀134主事7Jl3古田主語、三事遺書籍後総長翠王立

発行，34事Jl 18・1品目 1祭主将

吋

1
!
l
-
l
i
l
i
-
-
i一日目引
i
i
i
i
i・
H
訂
計
1
1
M
J
計
一
江
け
い
，
M.
叫ん初計れ
M
1
4

土

突

滋

縁

故

妨

辻

1
i

制
吋
:
叩
鴻
総
会
絞
め
滋
転
手
は
、
ど
が
い
る
か
ら
蹴
樹
祭
は
、
ダ
ン
プ
ね
る
よ
う
に
。
総
務
歩
道
の
所
川

町

一

綴

お

ゆ

花

滋

和

字

う

綴

っ

て

い

る

の

だ

ろ

う
o

h
弘
ば
か
り
日
を
つ
け
て
い
る
か
ら
は
、
ス
ピ
ー
ド
を
ゆ
る
め
る
。
一

崎
一
問
月
二
十
日
布
除
小
一
一
線
役
ん
ザ
い
か
自
分
の
ζ

と
の
よ
う
に
な
あ
、
み
ん
な
が
る
あ
い
う
入
手
を
上
げ
た
ら
、
車
は
捻
ま
る
一

伸
一
の
男
子
が
問
問
人
大
け
が
を
し
た
感
じ
る
。
「
ご
め
ん
は
事
い
」
ば
か
り
で
は
な
い
の
に
紋
あ
い
よ
う
に
a

学
授
の
波
く
の
双
山
同
一

四
一
そ
の
刊
は
、
滋
守
し
た
、
だ
か
と
あ
や
ま
っ
た
ど
り
で
す
ん
だ
そ
れ
れ
円
以
来
、
父
は
、
そ
う
い
う
ス
ピ
ー
ド
を
ゆ
る
め
る
、

ζ
λ

一

噺
一
ち
怒
も
ス
ヲ
ッ
ヅ
し
や
す
か
ワ
ろ
う
か
。
制
問
の
お
戸
、
ち
い
、
ス
家
紋
を
凝
る
と
k
kか
÷
宗
主
ど
は
、
殺
た
ち
が
気
を
つ
け
な
一

-
z
 

で
だ
そ
の
主
連
議
会
祉
の
市
中
ヲ
ッ
プ
を
す
る
万
一

L
3
3午、今一
J
i
J一¥
f
J
j
i
f
-
-
2
j
i
u
;
一
一
へ
一
〆
盤
け
れ
ば
な
ち
な
い
ζ

と

。

一

一
一
日
目

uHuu
日
計
三
一
欝
懸

T
K…
嘩
江
川
誌
は
燃
料
引
い
一

士

て

ブ

レ

ー

キ

者

下

か

け

て

に

、

そ

れ

な

の

ぷ

購

潟

鵠

膿

時

醐

時

調

盤

整

る

。

炊

の

み

る

言

、

民

一

一
士
も
、
緩
い
か
ふ
っ
て
い
た
の
で
、
附
にh
耐紛削仇のW
樹燦ゆ喜を鴻滋糊~ぴへわbυυ~

麟
轍
臨
鰹
曹
購
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糟
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購
晶
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盟
醐
を
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終
付
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哲、と
wう
つ
と
し
的
将
三
一
勾
吋
舗
輔
轟
闇
留
蝿
観
鶴
蹄
翻
錨

g噸

~~J葱翻♂♂
一
一
一
蝉
欄
て
柑
淡
賦
，
るφ令
@
排
渡
肱
る
醐
時
吋
は
必
ち
ず
中
釘
引
一

町
一
い
む
た
霊
小

2の合一ニ一年
z総のz限人?和た
五
九
与

5か吉ち2ζん
な

け

に

〕

灘

鶴

舞

hメ
之
一
二
一
一
一
…
堅
守
o

E
う
い
う
こ
と
に
一

噺
-
を
は
ね
て
し
ま
っ
た
。
刑
執
は
と
事
故
が
お
ζ

つ

吟

い

γ-mkpω
丸
山
一
議
機
経
際
機

fb犯人
N
J
W
¥

闘
気
を
つ
け
れ
ば
、
災
討

Mm品
械
は
一

噸
U

て
も
か
わ
い
そ
う
に
綴
じ
た
。
た
ん
だ
治
判
執
は
そ
の
澱
料
相
手
は
、
あ
ま
防
げ
る
と
問
時
う
e

で
も
、
布
役
一

同
一
交
鴻
滅
仙
闘
を
?
っ
て
い
る
の
ゑ
の
父
も
ダ
ン
ブ
を
沼
地
転
し
り
'
富
岡
筏
蹴
舗
が
な
い
よ
つ
だ
。
ど
小
み
に
い
な
務
絞
mwd
場
合
は
、
日

制
…
託
、

ζ
ん
h

也
大
け
が
を
し
て
し
て
か
ら
む
加
や
た
つ
が
一
事
故
な
ん
う
い
う
や
ヲ
に
し
た
ら
、
事
故
緩
い
初
予
に
父
母
つ
け
て
も
ら
い
一

榊
…
事
?
な
ん
て
、
ま
だ
、
一
一
耕
作
佼
か
一
つ
も
や
ら
な
い
ロ
が
、
切
で
乙
と
が
で
き
る
ど
ろ
に
い
。
一

」
吋
叩
誌
な
っ
た
ば
か
り
明
、
級
品
娯
ち
あ
前
に
幼
滋
糊
捕
の
開
附
附
川
市
W

内

河

端

端

う

か

。

ま

ず

、

遂

泌

を

す

る

均

一

九

世

一

〉

(

安

全

潤

担

問

問

応

募

作

文

入

選

作

)

山

帥
「
ま
与
し
て
い
な
い
の
に
か
hu
い

事

故

が

あ

っ

た

持

、

総

の

父

が

は

、

活

は

貯

ま

な

い

&

そ

れ

カ

』

坤

移

災

i
o
-
-
二
常
務
総
作
業
す
'
で
に
行
な
わ
れ
て
い
ま
す

一

今

年

も

ウ

ン

カ

的

発

生

が

、

雲

噌

調

査

で

は

と

う

し

た

時

か

た

が

約

一

万

五

千

人

み

る

と

吋

見

つ

け

た

ら

す

ぐ

防

除

鮮

民

特

科

守

品

市

一

一

分

の

…

以

上

の

か

た

が

簡

求

骨
今
緑
色
ウ
ン
カ
の
発
生
が
各
な
お
、
ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
エ

叫

し

て

い

ま

せ

ん

0

・

伸
燃
で
で
て
い
ま
す
。
符
縁
波
紋
と
総
合
発
ゑ
柏
崎
議
で
は
、

E
H口
受

け

付

け

制

限

期

間

は

、

緩

和

問

吋
機
郊
の
水
穏
に
火
拙
問
中
一
し
、
大

C
は

き

け

る

よ

う

に

し

て

く

だ

十

三

年

五

月

末

読

ま

で

で

す

か

納

基

な

設

警

が

で

て

い

ま

す

が

、

き

い

。

ち

、

次

の

ζ
と
に
あ
て
は
ま
る

炉

ιの
ウ

ン

匁

は

、

ト

ピ

イ

ロ

際

協

開

時

期

方

は

、

す

f
山
市
町
村
役
場
へ
市
町

喝

ウ

ン

潟

、

セ

ジ

ロ

ウ

ン

カ

、

ッ

六

月

下

旬

か

ち

七

回

泊

上

勾

に

し

似

て

く

だ

き

い

。

叫
叶
ぜ
グ
ロ
ヨ
コ
パ
エ
な
ど
で
、
水
か
け
て
耕
削
除
し
、
滋
臨
時
訟
翠
舎
一
、
開
閉
山
相
間
間
十
年
四
月
一
日
ま

吋

綴

の

成

長

期

に

差

、

か

ら

締

結

刈

労

者

見

た

ら

防

除

し

て

く

だ

さ

;

で

に

弔

慰

金

支

寄

り

滅

後

と

品叩

L

婚
姻
刷
、
ま
た
は
入
品
火
険
制
捕
を

A

帯
夜
い
取
っ
て
約
泌
寄
せ
て
し
ま
主
初
、
端
制
約
は
、
段
取
に
一
行

吋

し

た

#
R
a

伸
う
と
い
わ
れ
、
一
夜
に
し
て
数
な
い
、
気
抑
制
は
午
前
中
の
ツ
ユ
川
、
紛
和
利
間
間
十
年
間
関
口
月
一
日
ま

一

一

ア

ー

ル

に

緩

慢

が

及

ぶ

も

の

と

の

あ

る

符

ゃ

、

爾

あ

が

り

に

日

付

で

に

川

市

慰

金

を

受

給

し

な

か

桝

い

わ

れ

ま

す

。

な

え

ば

効

果

が

あ

h
ま

す

。

っ

た

が

、

前

に

場

開

制

念

寺

砂

〈

蜘

ιの
後
輩
官
を
絞
少
同
問
K
隊

"

。

、

げ

た

者

が

失

脚

概

し

て

い

る

子

骨

た

め

、

肘

刊

で

き

ハ

汚

十

附

悶

日

か

三

、

緩

和

問

問

十

待

問

目

立

抗

日

ま

榊

ら

時

間

徐

均

刷

会

争

捕

ち

て

、

一

斉

で

げ

い

務

綴

殺

を

媛

叫

闘

し

た

父

噛

除

、

同

制

父

母

、

兄

煎

姉

妹

、

間
務
体
聞
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

争

的

叙

父

母

、

朝

刊

絵

、

一

一

…

綴

鯵

骨
し
か
し
、

ζ

れ
ち
の
ウ
ン
カ
は

叫

内

の

姻

族

。

伸

一

帯

仙

の

う

ち

に

多

数

滋

々

し

ま

問

問

、

前

に

弔

総

会

者

受

粉

し

な

四

す

の

で

、

科

鼠

で

も

見

つ

け

し

か

っ

た

が

、

川

市

側

制

点

滅

を

受

け

酬

だ

い

紛

燃

し

て

く

犯

意

い

。

た

お

が

滅

亡

に

よ

れ

ノ

、

四

十

炉

防

隊

方

淡

線

機

同

月

…

日

現

在

い

な

い

と

鴫
綴
飛
と
し
て
は
、

D
D
T
乳

き

は

次

の

開

明

に

議

求

し

て

く

仲
潟
、
マ
ラ
ソ
ン
部
品
制
剤
、
日
H
M
C

だ
さ
い
。

喝

①

父

品

階

品

W
宵
閉
め
…
相
関
父
母

同
一
一
一
%
品
問
割
問
な
ど
が
あ
h
手
仇
す
が

中

①

兄

弟

袖

期

総

一

『

イ

モ

チ

時

間

と

あ

わ

せ

て

数

搬

す

そ

の

仙

樹

液

息

子

mw
制
制
限
が
あ
り

伸

る

終

合

同

跡

、

与

え

デ

方

ン

乳

剤

ま

す

が

、

診

し

い

ζ
と
は
役

吋

淡

ぴ

総

脱

線

、

パ

イ

訪

フ

ト

熟

知

相

場

か

燥

の

支

出

品

詮

会

減

税

総

山

町

剤

、

ェ

ル

サ

ン

粉

剤

壱

俊

樹

捕

し

ま

た

は

千

漆

納税のおおがい

韓JO)聖書業が丹波iとおとなわれる11':1士、やはり

みなさんのと協力がなくてはできませんe

盟主冬誌はきめちれたi明間内iζ1づき吟るようおね

がいします。

防
長
特
別
弔
慰
金
の

戦
澄
お
済
み
で
す
か

終
戦
後
二
十
二
係
、
融
制
、
役
引
事
官

の
子
供
き
ん
も
み
江
成
人
し
、

む
関
側
腕
も
総
に
な
く
な
ら
れ
た

か
た
が
た
が
多
く
、
数
没
者
の

鴻
鳩
斡
酬
と
し
て
医
か
ら
の
学
金
金

受
け
ち
れ
な
く
な
っ
て
い
る
か

た
が
た
が
た
く
お
ん
お
b
£h
す

し
か
し
、
給
食
か
さ
が
ら
な

い
か
ら
と
い
っ
て
、
仏
措
棋
の
俊

輔
快
は
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

そ
E
で
岡
昭
和
柑
間
関
十
年
げ
い
お
線

香
代
に
と
い
う
ζ
と
で
、

ιれ

iま

ら
の
か
た
に
も
脇
村
総
術
総
金
を

支
給
す
る
ζ
と
に
な
ち
ま
し
た

そ
れ
は
、
抽
出
に
市
尉
期
金
と
し

て
叉
万
円
の
国
債
を
も
ち
っ
た

璃
地
位
棋
で
、
昭
和
四
十
組
仲
間
関
月
一

日
現
夜
で
滋
族
の
ど
な
に
も
僚

か
与
の
年
傘
〈
滋
後
年
余
、

A
A

務
扶
助
創
刊
〉
を
受
け
て
い
な
い

滋
篠
K
ぷ
万
仰
向
の
国
僚
が
支

給
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま
し

た。
ζ

の
請
求
受
け
授
け
謝
申
務
は

駅
前
十
字
路
に
揺
号
機

国
道
に
は
横
断
歩
道
橋

ぬ
孫
子
叡
総
滋

tゑ
滋
ゑ

係
予

l
後
閥
単
線
と
mw
十
学
院
に

片側胤
q
胤
側
冷
淡
附
隣
し
て
欲
し
い
と

の
附
附
油
田
に
つ
い
て
は
、
昨
昨
年
十

コ
月
十
九
日
の
即
時
談
会
に
お
い

て
何
抑
制
刊
し
て
お

E
ま
す
。
肘
叫
と

い
に
し
ま
し
て
は
、
給
制
輪
前
幾
弱

者
減
じ
て
平
然
倒
附
げ
い
お
緩
い
し

て
い
た
と
ζ

ろ
、
去
る
六
日
月
十

.
一
日
に
斡
訳
出
臨
場
所
の
繍
殺
脅
絞

り
ま
し
た
の
で
七
月
小
勾
綴
ま

で
に
は
、
続
問
号
機
が
で
き
る
ζ

と
げ
い
な
り
ま
し
た
。

ζ

の
我
孫

子
欲
的
十
字
隊
総
号
機
の
設
鐙

j

i

 

氾
金
柏
崎
勲
綾
年
金
の

組
問
訟
は
渋
み
ま
し
た
か

川
川
会
総
数
議
年
金
の
務
求
は

済
み
ま
し
た
か
。

ζ

の
年
品
臓
の

交
付
を
受
け
ら
れ
る
方
は
次
の

綴
悶
闘
に
み
て
は
ま
る
方
で
す
。

円
、
同
時
機
戦
争
、
北
端
問
事
変
、

段
以
関
蹄
戦
争
、
第
一
次
役
割
仲
火

畿
、
出
間
務
事
件
お
よ
び
数
制
問

一一晴樹乱
m
w
d
叫
功
に
よ
ね
金
時
対
舶
探

索
何
等
金
泳
ふ
父
給
さ
れ
て
い
た

人
、
門
前
A
W
部
事
夜
、
大
東
渡

戦
争
の
裁
務
に
よ
ち
金
油
開
品
開

意
を
授
与
さ
れ
た
人
は
除
か

れ
ま
す
。
〉

山
一
、
緩
和
三
十
八
銀
・
淡
路
一
口

に
俊
樹
廿
し
て
い
た
入
。

三
、
心
緩
和
二
十
一
日
ヰ
以
降
、

間
期
和
三
十
八
年
z
…
月
一
応
十
一

日
ま
で
の
燃
に
ヨ
卒
者
ζ

え

る
懲
役
も
し
く
は
祭
閣
以
上

m
w
削川
w
h
肱
仰
せ
ら
れ
た

ιと
の

な
い
入
。

品
百
一
時
金
の
務
求
減
、
仲
間
所

識
の
市
町
村
袋
、
蛸
賄
側
刈
惑
を

緩
て
、
耐
間
関
総
捌
理
大
岡
田
に
対

し
て
掠
り
な
う
E
と
に
な
ち
ま

す也①
該
当
者
が
緩
和
一
品
十
八
年

四
月
一
段
叙
惨
死
亡
し
て
い

る
機
会
は
、
そ
の
人
の
棺
続

人
が
綴
求
で
き
ま
す
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、

設
会
謬
鍾
滋
係
へ
問
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
e

に
よ
h

ツ
手
相
良
雨
前
公
開
闘
激
り
の
統

計
中
禁
止
の
綴
紛
が
き
れ
る
ζ
と

に
な
ち
ま
す
。

な
お
市
〈
滋
安
全
対
策
の
一
一
線

と
し
て
建
設
省
に
お
緩
い
し
て

い
た
六
号
園
地
周
の
機
阪
臓
が
滋
蹴
怖

は
、
品
別
措
州
制
的
材
料
鋭
的
問
さ
ん
む
と

協
必
老
後
て
幾
三
小
学
校
前
広

一

-mmと
、
久
寺
家
交
差
点
の

符
滋
に
設
援
す
る
ζ
と
が
山
訳
家

与
ま
し
た
。

ζ

の
措
税
制
崩
少
滋
舵
慨

も
七
月
中
げ
い
は
、
発
時
叫
す
る
予

殺
に
な
っ
て
お

h
ま
す
の
で
お

鈎
ち
ぜ
い
た
し
ま
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、
開
閉
夜
間
時

十
一
…
祭
出
拡
mw
蹴
綿
入
学
級
(
文
怒

榊
制
緩
附
哨
〉
幸
制
問
北
地
区
で
閉
山
悔

い
た
し
ま
す
。

受
議
希
望
者
叫
料
、
品
組
制
間
後
僚

会
ま
た
は
係
閣
内
総
人
間
間
体
ま
で

出
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
内
容

な
ど
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
ち

明、す。醐開設問周期間

号 〈議学長 暮しのなかの問題
事も の総務空軍
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公
然
概
略
緩
畿
大
い
に

利
用
く
だ
さ
い

議
時
間
の
自
動
化
に
よ
れ
J

、
公

衆
電
話
の
数
が
絞
殺
さ
れ
ま
し

な
わ
料
、
公
衆
億
数
の
設
皿
融
緩

叫
川
叫
跡
、
次
の
一
m
k
あ
ち
ま
す
の

で
、
大
い
に
利
回
附
し
て
く
だ
語

、。
関
口
組
踊
…
ハ
鶴
持
、
鐙
骨
早
)

大
縁
側
制
策
岡
地
〈
白
山
山
、
食
料
品
)

小
銭
r
…
郎
(
寿
、
議
場
開
)
桝
京

阪
秀
吉
〈
本
町
、
慾
態
}
郡

司
き
く
姦
一
戸
一
〉
出
闘
が
武
縫

{
媛
、
食
数
)
竹
之
市
は
た
け

〈
娘
、
縦
滞
情
早
)
岩
出
資
券

智1，':11象都内τ

mMA
中
守
胸
部
〉
淵
開
校
ぜ
い
(
食
料

ぷ
〉
総
丸
多
務
マ
ナ
〈
綬
声
V

淡
泌
総
一
一
一
〔
土
持
時
停
)
鈴
木

支
持
織
(
本
町
、
綴
藤
)
導
腕
開

閉
明
一
〈
担
担
問
、
食
料
必
}
中

村
古
山
ハ
際
的
削
〉
石
川
副
棋
(
寿

食
料
利
ふ
〉
永
芥
栄
二
〔
縁
}

戦
略
制
緩
隊
(
車
市
)
伊
割
賦
必
テ

(
制
棋
一
円
〉
海
老
級
料
献
之
帥
脚

(
下
ケ
一
円
〉
山
川
村
数
ロ
ニ
脇
市
街

鐙
繁
〉
・
肉
本
淑
怒
(
食
料

ae

側
関
野
茂
〈
本
町
)
品
開
十
小
笠

〈
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
)
矢
吹
し
ん

(
中
学
級
)
綴
版
官
官
一
〈
開

発
一
戸
)
蹴
倒
胤
開
制
倒
防
〈
然
組
時
〉

附
岡
山
り
い
門
官
開
後
山
尚
〉
小
曲
問

品
川
地
〈
〈
響
、
食
料
品
)
渡
辺

多
聞
日
(
帯
同
向
)
大
弁
…
綴

〈
路
市
出
時
)
姥
制
服
災
後
ハ
綴
wpv

交
際
洋
子
〈
食
料
ふ
〉
畿
島

品
中
抽
出
〈
下
新
木
V

塁
臨
時
節

〈
削
開
花
開
脱
線
〉
内
期
間
，
L
L
t
ロ
ハ
中

期
芯
寺
田
向
陪
夫
〈
紋
誠
一
s

肘町小

堀
)
機
関
削
彩
世
阿
〈
山
叩
鍛
〉

飯
問
中
此
品
杭
〈
夜
間
〉
角
川
端
揖

(
市
叩
脇
町
〉
蹴
断
念
宏
(
都
部
務

総
〉
我
孫
子
前
町
役
渇
内

523 



( 2 ) 

を
持
つ
一
住
民
登
録
は
と
も
す
る

と
わ
す
れ
ら
れ
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
a

副
引
っ
越
し
を
し
た
と
る
な
ど

は
、
近
所
mw
家
げ
い
あ
い
さ
つ
ま

わ
り
を
す
る
の
と
級
協
吋
に
、
役

場
に
も
立
ち
縫
っ
て
、
ぷ
附
ち
ず

仲
間
問
問
淡
脱
却
を
し
ま
し
ょ
う
a

まれい、

ζ
の
締
役
討
に
前
同
mw
人

m
w
激
与
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
な
世
て
い
る
か
総
務
間
関
十
一

俸
の
淡
料
に
よ
る
人
口
、
救
援

の
動
き
者
グ
ラ
フ
に
よ
っ
て
ゑ

て
み
ま
し
ょ
う
a

人
口
、
設
世
相
と
も
毎
月
掛
唱
知
却

し
て
い
ま
す
a
人
口
は
一
』
ヰ
に

一
、
二
九
九
人
、
品
陣
地
帯
法
間
関

六
三
世
帯
と
潜
h

崩
し
て
い
ま

す。
ま
に
、
相
加
の
内
務
を
気
ま

す
と
、
内
然
増
と
社
会
揃
鳴
が
あ

れ
ソ
、
山
内
Mmな
ど
に
よ
る
髭
然
浅

は
六
九
三
人
、
転
入
な
ど
に
よ

る
紙
会
摘
は
ふ
ハ

O
六
人
と
泌
総

料開中巾
mw
綴
開
明
、
役
会
織
が
お
~
で

す。

高島李総霊祭7J寺18発行

吋
仲
杭
同
開
世
証
制
齢
出
脳
出
励
行
週
間
」

時
弘
、
住
出
向
登
録
法
の
施
行

B

M

伊
裕
和
一
一
十
七
年
七
月
一
日
で

し
た
の
で
、

ζ

の
日
か
ら
一
辺

問
問
注
実
登
録
制
制
皮
が
国
民
生
活

山
り
う
え
に
い
か
げ
仙
鷺
裂
な
役
割

ち
告
は
た
し
て
い
る
か
を
知
っ

て
い
た
だ
き
、
開
拍
山
川
を
わ
す
れ

ぎ
に
し
て
急
ち
お
う
と
す
る
も

の
で
す
。

仲
同
制
問
胤
札
制
綿
山
仙
、
ど
う
い
う
人

が
ど
こ
に
必
れ
と
…
後
に
絞
ん

で
い
る
か
怨
ど
、
内
山
氏
mw
欽
や

保
之
官
、
没
後
数
忍
ど
を
倒
閥
単
に

し
か
も
川
氏
鴨
械
に
つ
か
む
ζ
と
が

で
き
る
の
で
、
ど
ζ
に
学
校
を

必
殺
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

と
か
、
緩
や
道
路
径
ど
の
よ
う

に
墾
出
関
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
住

唱
法
ど
の
く
ら
い
建
て
る
必
要

が
あ
る
の
か
な
ど
、
品
地
域
の
総

合
的
な
欄
開
発
計
額
が
す
「
わ
か

る
わ
け
で
、
明
符
引
事
mw
附尚
mw
日
行
政

の
汲
雨
前
会
後
制
特
に
な
っ
て
い
ま

ず
aζ

ぬ
よ
う
に
大
き
な
後
約

b

帥
櫛
よ
輪
開
持
棋
大
舎
や
絞
山
ハ
校
、
中
日
》
校
対
一
校
で
、
ト

開
閉
お
一
一
一
十
九
年
に
綴
…
間
関
が
う
ツ
ク
、
フ
ィ
ル
ド
と
品
刺
殺
が

行
一
な
か
れ
、
今
鼎
叩
で
鶴
岡
凶
乃
島
」
く
り
ひ
み
げ
ら
れ
臼
附
引
の
カ
を

一
巡
え
た
阪
市
内
小
、
小
学
後
時
下
山
十
分
に
知
如
何
し
ま
し
た
a

結
閉
ホ
一

競
技
大
会
は
六
日
口
十
一
ニ
ロ
絞
孫
は
、
小
学
校
む
は
銭
盟
小
、
白
色

子
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
行
な
わ
学
校
で
は
我
中
が
最
高
点
を
向
山

れ
ま
し
た
。
参
和
制
チ

i
ム
は
み
v
h
J
m同
長
杯
を
獲
得
し
ま
し
た
。

目
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35100 
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34800 
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非

行

防

止

は

環
境
の
健
全
北
か
ら

社
会
を
開
明
る
く
す
る
選
動
は

お
臨
貯
の
な
い
開
明
る
い
社
会
を
笑

渓
す
る
と
と
を
念
願
し
て
、
照

約
二
十
六
伴
に
設
け
ら
れ
ま
し

に
e

す
べ
て
の
綴
泌
が
ね
欄
仰
の

総
兵
と
鰍
持
者
お
し
た
人
た
ち

ω

制
尻
市
払
に
つ
い
て
緩
解
争
終
め
、

議
ん
で
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
峨
慨
に
お

い
て
引
却
を
あ
わ
位
、
相
判
然
の
な

い
附
明
る
い
社
会
を
き
ず
と
う
と

す
る
も
の
で
す
c

自
制
本
叫
川
、
柏
戦
後
め
ざ
ま
し
い

経
災
発
間
関
を
み
せ
生
活
水
準
の

お
よ
に
よ
ち
、
回
同
車
問
壮
会
に
お

い
て
も
詮
界
の
先
進
医
家
の
一

員
と
し
て
の
歩
み
を
つ
づ
け
て

い
ま
す
。
と
ζ
ろ
が
、
そ
の
佼

一
如
、
滋
努
の
朝
間
点
悼
と
い
わ
れ
る

抽
出
近
代
的
関
な
組
組
織
議
カ
国
間
以
伊
各

織
に
幾
っ
て
お
ち
ま
す
。
と
く

に
努
少
年
に
よ
る
関
知
輔
織
で
総
数

潔
な
線
終
や
地
昨
日
ね
が
し
ば
し
ば

線
灘
き
れ
る
と
、
そ
の
た
び
に

ほ
ん
と
う
に
民
心
が
緩
く
な
る
緩

い
が
し
ま
す
。

鋒
少
年
の
申
作
品
料
柑
別
立
縁
、
相
対

野
の
な
い
剛
明
る
い
弦
念
者
き
づ

く
た
め
に
緩
も
大
切
な
乙
と
で

す
。
そ
の
た
め
に
法
私
た
ち
の

母
と
子
の
よ
い
婦
簡
の

コ
ン
ク
ー
ル
開
催

千
葉
県
緊
締
会
主
権
に
よ
る

第
十
六
際
環
と
予
の
良
い
窓
の

コ

湾

問
か
ら
肉
開
制
作
十
ス
閥
均
ロ
叫
十
叩

悶
同
議
匂
げ
い
絞
れ
に
幼
児
及
び
そ

の
録
制
制

瑚
梢
山
附
滋
滋
・

一
、
織
が
ね
絞
が
f

正
常
融
関
掬
酷
で

あ
る

ιと。

二
、
山
間
口
崎
市
摘
が
発
会
な
と
と

一
一
一
、
帽
闘
の
発
世
田
が
割
問
釈
を
間
部
ち

審
美
的

κす
「
れ
て
い
る
ζ

シ」。

問
、
全
身
発
育
及
び
栄
釜
状
波

が
良
好
で
あ
る
と
と
e

申
骨
造
期
日
が
関
山
相
同
間
十
一
一
年
八

月
八
日
で
す
の
で
、
む
同
月
三
↑

悶
は
ま
で
に
係
機
縁
へ
お
燃
い
し

ま
す
。

8"000 

7QOO 
一一討議絵
日一一人 口

;14000 

臨
聞
か
ら
地
域
栓
会
か
ら
謡
い
環

境
を
追
放
す
る
ζ
と
で
す
。
一

度
罪
を
犯
し
た
人
や
非
行
の
あ

る
人
を
非
難
す
る
ま
え
に
、
舗
道

僚
を
も
っ
て
援
し
、
油
開
務
、
後

畿
の
手
を
さ
し
の
べ

τ、
百
持
ぴ

抽
切
出
品
な
社
会
人
げ
い
作
品
ち
ら
樹
齢
ぜ

る
ζ
と
が
大
切
な
ζ
と
で
す
。

旅
行
に
お
ち
い
っ
た
符
少
絡

が
波
誠
郎
げ
い
成
ち
術
協
る
に
は
、
脚
部

隊
、
学
閥
、
時
制
胤
欄
そ
の
品
加
す
べ

て
の
叫
弘
会
滋
携
の
帥
開
会
他
者
附
関

与
滋
い
淡
の
予
告
さ
し
伸
べ
る

と
と
が
必
要
で
す
。

旬
、
し
た
下
植
者
い
か
き
ら
れ
ま
す
。
殻
が
お
き
て
き
ま
す
の
で
、
次
の

唱

、

臨

時

添

削

師

水

淡

圃

揮

つ

き

の

淡

に

く

機

ιと
を
総
滋
し
て
み
ま
し
ょ
う

b
A命
、
や
総
幾
淡
な
ど
が
晴
樹
淡
し
て
い
ゴ
卑
後
凝
る
・
:
隊
叩
?
の
制
棋
の

pリ
甥

泌

ま

す

が

、

と

く

に

総

務

し

た

い

す

き

閥

、

一

問

問

の

き

ん

、

将

入

4
;一F
ζ

と
は
、
榊
臨
終
ゴ
タ
ッ
、
闘
義
れ
の
す
み
、
お
家
事
の
…
p
だ
な

f

コ
ン
殺
な
ど
を
料
開
閉
し
て
の
殺
の
す
み
な
ど
の
ほ
と
ち
紋
の
ゴ

今
年
mw
ツ
品
一
は
附
例
伴
氏
な
く
幾
で
す
e

火
災
を
お
ζ
寸
側
聞
が
2
は
、
制
服
気
を
銭
う
と
怒
れ
γ
滋

怒
れ
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
ζ

多
い
か
ち
で
す
e

関
門
を
い
た
め
ま
す
。
乎
絞
濠
し

の
ζ
ろ
げ
い
な
る
と
う
っ
と
う
し
溺
呉
川
W

給
米
も
綴
み
の
た
ね
か
小
刀
な
ど
を
使
っ
て
き
れ
い

い
門
口
が
銃
器
、
乙
の
腕
時
織
を
す
で
す
が
、
お
っ
と
ぬ
や
学
校
か
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
e

ζ

し
で
も
気
持
ょ
く
す
ご
す
た
ら
矯
つ
で
き
た
ら
、
み
し
た
ま
建
具
の
き
し
み
i
ふ
.
た
ん
爵

め
に
、
な
ん
と
な
く
う
す
よ
と
に
す
ャ
使
え
る
よ
う
に
、
す

r
け
た
て
に
手
間
ど
る
一
戸
、
し
よ

れ
た
自
の
下
着
、
ヲ
イ
シ
セ
ツ
始
末
し
て
い
お
き
ま
し
ょ
う
@
つ
う
じ
、
か
ら
か
み
な
ど
は
、
霞

ハ
ン
カ
チ
な
ど
は
適
当
に
漂
白
ゆ
ど
邑
は
降
き
つ
づ
く
も
の
と
季
に
は
い
っ
て
抽
出
気
が
多
く
な

療
を
使
っ
て
さ
っ
ぱ
り
さ
せ
た
党
属
惜
し
て
、
手
ま
臨
む
に
気
を
く
る
と
動
か
な
く
な
り
ま
す
省
い

い
も
の
で
す
。
じ
め
じ
め
し
た
ば
る
と
と
が
た
い
せ
つ
で
す
@
ま
の
う
ち
に
す
べ
ち
を
よ
く
し

う
っ
と
う
し
さ
は
、
さ
っ
ぱ
り

ζ
う
も
ち
が
き
は
必
ず
家
総
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
た
に
し
畿

し
た
は
だ
盤
持
者
き
て
い
る

ιと
か
み
品
開
榔
に
ひ
そ
ひ
で
お
く
ζ
と
か
な
い
か
ら
と
い
っ
て
け
ザ

a，

〈
だ
け
で
も
、
だ
い
ぶ
ム
性
げ
花
形
コ

i
ト
は
、
ぬ
れ
た
と
と
ろ
サ
ぎ
な
い
よ
う

κ
/

〈

す

。

脅

か

わ

い

2
2な
ど
寺
中
残
務
察
官
よ
く
す
る
永
福

〈
下
幾
毅
は
、
お
っ
く
う
が
ら
て
で
中
小
父
母
と
っ
て
、
双
滋
し
ち
の
然
水
ζ
う
の

C
み
安
よ
く

ん
ず
学
説
仏
仰
に
品
開
ぃ
、
耐
識
の
ゆ
や
の
よ
い
と
ζ
ろ
氏
、
ハ
ン
ガ
ー
き
ち
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
描
品

川
の
き
日
?
に
・
か
け
て
お
弘
、
的
関
で
か
け
て
お
く
ζ
と
。
の
同
開
ち
春
闘
問
ま
わ
っ
て
低
い
と

山
引
を
党
で
す

rM汁
に
予
す

ιと
で
な
に
は
と
も
あ
れ
、
さ
っ
ぱ
と
ろ
に
凝
h'ゑ
を
し
て
大
僚
が

ん

引

す

。

り

し

た

も

の

を

殺

る

ζ
と
が
つ
き
て
も
床
下
氏
水
が
流
れ
ζ
ま

~
学
く
か
わ
か
す
た
め
に
、
扇
ゆ
ど
き
の
総
榔
嵐
広
つ
な
が
る
も
な
い
よ
う
い
ま
の
う
ち
に
準
備

~

融

制

緩

を

科

汚

す

る

の

も

よ

く

、

の

で

す

。

し

て

お

い

て

く

だ

さ

い

。

~
そ
の
あ
と
ア
イ
ロ
ン
を
か
け
て
ま
た
、

ζ

の
壊
に
な
る
と
家

V

お
け
ば
、
い
つ
で
も
き
っ
ぱ
り
の
内
外
に
も
準
織
を
す
る
ζ
と
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5
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'
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a
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s
e
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az
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z
'
e
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齢
制
と
殺
や
人
山
山
隊
、
箇
士
、
関

土
T
ヤ
ン
プ
教
室
の
間
関
融
機
ア
ル
プ
ス
が
一
援
に
で
注
る

潟
附
の
淡

A
だ
冷
気
と
ふ
A
綴

と

と

ろ

で

す

s

の
の
ぞ
元
印
刷
い
っ
ぱ
い
は
お
総
会
後

る
と
い
う
ζ
と
は
、
私
た
ち
に
に
手
間
〈
食
綴
総
入
後
別
〉

と
っ
て
い
つ
に
な
っ
て
も
忘
れ
山
中
込
綴
抑
制

ら
れ
な
い
総
い
燃
に
な
ち
ま
す
匂
持
品
以
十
一

誌
に
、
附
間
外
役
燃
に
よ
与
、

抑
制
限
燃
の
済
成
、
関
門
口
日

へ
の
術
力
を
養
っ
て
い
げ

た
だ
と
う
と
、
つ
ぎ
の
セ

と
お
り
キ
ャ
ン
プ
数
出
品

を
批
削
減
し
ま
し
た
。
ぉ
一

一
人
で
も
家
族
巡
れ
で
〔

も
気
殺
に
参
加
し
て
く
一

だ

さ

い

。

ア

一

銭

日

野

七
月
一
一
寸
七
日
、
何
T

1

J

ハ

後
九
待
出
発
J
七
月

V
が

一
一
一
十
日
、
午
後
六
時

γパ

周
期
終

棋樹液八
ツ
総
務
総
…
潟
脳
相

と
と
は
八
ツ
紛
の
小
中
山
総
務
診

の
・
泌
総
で
、
八
ツ
般
の
総
淡

を
掛
開
に
そ

ιか
ら
広
が
る
制
問

;IZ34S67 11: Q 持 !I12段、専

号
ん
も
の
チ

だ
け
は
e
e

・e
・-
J

か

け
災
以
の
も
と

七
月
は
所
得
税
の

融
制
織
で
す

七
m
持
法
、
抑
止
口
部
川
得
税
の
第

一
樹
期
分
を
絞
め
る
月
で
す
。
所

得
務
時
弘
、
毎
年
確
定
申
告
に
よ

っ
て
一
年
演
の
所
得
を
計
算
し

ζ
れ
応
対
す
る
税
額
を
約
め
る

E
長
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
一

線
僚
の
談
会
者
一
援
に
約
め
る

と
と
は
、
納
制
滋
壌
に
と
っ
て
品
川

制
燃
が
大
き
い
た
め
、
七
月
と
十

一
月
の
に
樹
捕
に
分
け
て
納
付
す

る
わ
け
で
す
@

七
月
米

g
ま
で
に
}
だ
く
の
銀

行
、
議
便
局
ま
た
は
税
務
暑
に

拙
制
執
り
て
く
ど
き
い
。
級
制
崩
に
遅

れ
ま
す
と
、
国
批
判
開
制
部
M
F
余
分
に

か
か
ち
ま
す
e

ま
た
、
信
組
養
納

税
を
と
利
問
問
の
方
は
、
念
激
減

関
で
納
税
手
同
腐
を
行
な
っ
て
い

本
や
す
。なお
、
耐
性
別
市
財
務
繍
闘
に
よ
ち

所
得
税
が
附
関
係
よ
ち
同
機
少
す
る

と
が
明
、
き
ま
す
。

華客
の し
メ

モ

事
い
-c
な
お
時
開
制
抑
パ
ス
陥
悦
般

の
た
め
入
反
寺
双
十
名
に
州
制

服
附
し
て
み
ち
ま
す
の
で
闘
中
め

w
h
会
緩
寄
添
え
て
出
申
し
込
み

く
だ
き
い
。

家

庭

の

綴

査

に

つ

い

て

七
月
一
際
か
ら
}
カ
月
間
に

次
mw
地
援
に
一
例
在
す
る
家
展
を

努
制
調
変
し
ま
す
の
で
協
力
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
.

こ
の
朝
調
査
は
、
現
在
課
税
さ

れ
て
い
る
思
定
資
産
税
の
課
税

務
議
蛸
慨
が
綴
誌
か
ど
う
か
を
建

物
の
線
分
践
に
評
議
数
を
品
相
殺

し
て
務
総
ず
る
も
の
で
す
.

な
お
、

ζ
m
w
棚調就品川
W

糾抑制湘制嗣

ち
、
制
糊
笈
も
れ
な
ど
り
な
い
か

g
h
J
M閥
復
交
絞
殺
は
上
ち
ま
せ

入。輸閥抗紙耐偽峨峨

制
斡
一
戸
、
白
山
一
一

1hu、
市
町
降

上
、
げ
仏
級
品
地
、
十
部
俊
A
口e

不
用
品
〈
安
討
取
り
ま
す

今
同
側
一
来
世
持
ド
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

が
鈎
設
さ
れ
不
出
出
品
人
の
引
出
取
り

を
左
認
の
と
お
ち
い
た
し
ま
す

の
で
お
気
ち
せ
し
ま
す
。

間叫

ん
梓
湖
沼
火
線
口
μ
午
劫
削
花
時
時
五
十

分
か
ら
午
雨
前
十
終
十
分
ま
で

に
災
孫
子
耐
開
設
胤
制
約
に
脇
村
診

し
て
く
だ
き
い
。

な
お
緩
い
う
ら
に
ド
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
の
総
数
力
と
人
民

mw
発
災
者
ま
っ
て
脱
出
火
綴
滋

も
繍
舵
側
約
紀
行
ι

フ
テ
出
比
で
す

が
、
そ
れ
ま
で
は
と
箆
都
世
で

も
絡
調
山
火
倒
防
n
u
H
仏
悼
持
参
さ
れ

る
よ
う
お
ね
が
い
し
ま
す
e

井
戸
水
消
毒
薬
を

配

布

し

ま

す

例
年
ど
お
ち
本
年
も
近
い
う

ち

κ井
一
戸
水
消
務
柑
換
を
潔
官
叩
い

た
し
ま
ず
か
ら
と
佼
尽
く
だ
幸

い
。
議
訓
川
は
チ
ヨ
ロ
ヅ
タ
ス
で

一
定
機
山
胤
げ
い
附
京
湾
さ
れ
た
滋
縛
輸

相
刑
で
4
7
制収

K
泌
総
で
主
主
す
e

絞総
本
総
数
は
十
万
抑
制
約
叫
が
議

掛
川
で
す
α
緩
滋
必
然
…

ρ…mw
輔弼

合
一
閣
に
つ
き
孫
一
杯
緩
出
抵

入
れ
て
く
村
山
吉
い
α

な
お
入

れ
る
時
期
は
夕
方
が
よ
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
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